
 

  



【土曜の馬場傾向】 

外差し有利馬場でした。 

 

【レースの傾向】 

別紙ＰＤＦファイル「弥生賞過去データ」参照 

 

※ＰＤＦに記載漏れがあった騎手に関して追記しておきます。 

 

・継続騎乗（弥生賞過去１０年） 

【６・７・７・３６/５６】 

 

・乗り替り 

【４・３・３・４３/５３】 

 

このように、分母はほぼ同数ですが、 

３着以内数は「継続２０頭：乗替り１０頭」と大きな差が出ております。 

 

 

【予想見解】 

 

◎１０番ファビュラススター 

父：エピファネイア（ロベルト系） 

母父：グラスワンダー（ロベルト系） 



 

現３歳世代はエピファネイアの豊作世代で、 

すでに重賞３勝、Ｇ１でも２着があるように、 

勝ち上がり率だけでなく、重賞でも好成績を上げる 

特注種牡馬となっております。 

 

また、当コースの３歳限定戦における牡馬の成績は 

【６・５・６・１７/３４】複勝率５０％/複回率１５０％ 

 

主戦の武史騎手は、シンエンペラーの新馬戦で 

手綱を取って勝ちましたが、今回の裏談話として 

「シンエンペラーなら何とかなる」と本馬の強さを 

見積もっていたそうでございますな。 

 

８枠有利なレース傾向と、外差し有利馬場なら 

本当に何とかなりそうですな。 

 

 

○５番シンエンペラー 

父：シューニ（欧ヌレイエフ系） 

母父：ガリレオ（欧サドラーズ系） 

 

全兄ソットサスは仏ダービーと凱旋門賞の勝ち馬。 



長女はＧ１を４勝し、次女はＧ１で２度の連対と、 

４兄弟すべてがＧ１連対馬と言う超エリート一家。 

 

 

▲３番シュバルツクーゲル 

父：キズナ（ディープ系） 

母父：モンズン（独ブランドフォード系） 

祖母：欧ネヴァーヴェンド系×サドラーズウェルズ 

 

弥生賞は菊花賞にリンクするレース。 

母系が欧州のスタミナ血統と言うのは 

このレースで見逃せないポイントです。 

 

前走は重賞とは言え、さほど１勝クラスに 

毛が生えた程度のメンバーでしたが、 

ゴール前の減速率が高いラップで粘り通した点は、 

ドスローのアイビーＳを押し切ったダノンエアズロックより 

この舞台では高評価に値します。 

 

 

前走時と比較して、馬体や走り方に 

大きな成長が見られ「これはもう別馬やで」と 

馬喰が最高評価を下した★８番シリウスコルト。 



馬券妙味も含めて楽しみな１頭でございまする。 

 

 

【馬券】 

EZ-WIN推奨馬券 

馬連・３連単３頭ボックス 

５番・９番・１０番 

 

くまもん馬券 

馬連 ５－１０ 

ワイド １０－３・８ 

３連単フォーメーション８点 

５・１０→５・１０→３・６・８・９ 

３連複フォーメーション１８点 

１０－３・５・８－印全頭 


